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「はやぶさ・２」 202４年始のご挨拶・・・・・はやぶさ・240105・年始号 ・素稿 

＊新年あけましておめでとうございます。 

と、申し上げたいところですが、元日に起きた「令和 6 年能登半島地震」と、 

2 日に起きた「羽田空港での飛行機・衝突事故」において、 

被害を受けました方々に心よりのお見舞いを申し上げます。 

 

羽田の事故は、地震の救済に向かう海保機の事故ですので、 

「令和 6 年能登半島地震」関連と云えないことも無いのです。 

 

★この出来事を聴いて、一番はじめに頭に浮かんだことは 

 ◆出口王仁三郎の予言している「大峠」は、 

今のところ大過なく無事通過しているかもしれませんが、 

油断はできません「混沌＝カオス」が進行しております。 

「誠」に生き切ることが、魂の進化のために大事なのです。 

 

＊今年は更に「天変地異」＝南海トラフ・首都圏直下型地震や 

富士山噴火等や地球温暖化の加速が予測されていますが、 

地震・噴火は発生の予測期間内にはいっていて、 

いつ起きてもおかしくない時期にあるのです。 

 

更に世界の政治では激動の予感で、 

統領の選挙年「台湾・アメリカ・中国・ロシア等」が、 

日本の存在と行く末にも大きな影響を与え、 

私たちの日常生活の「食」や「エネルギー」へのインパクトは少なくないでしょう。 

 

そして、格差社会は広がり飢餓と貧困は解決策の出口は見えません。 
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【経済活動の矛盾が噴出している。その解決策は‥・・・・・】 

＊「拝金主義的資本主義」の GNP 志向経済活動は、もはや地球環境の限界を超えており、 

新しい価値観や考働基準が必要になってきていると観じています。 

ゆえにそのことを声を大きくして伝えることが４５１０（使命）と確信しています。 

 

＊＊＊＊＊『吾が愛はお節介なりやハートポッポ』の アンパンマン・マインドで＊＊＊＊＊ 

この地球（HeartGaia）における素晴らしい多くの貴人との出逢いを讃えながら・・・・ 

 

 

■では、4000 年以上前から続き、ここ 300 年に加速した 

「覇権主義」や「経済優先主義」、「拝金主義」および「テクノロジー優先と軍事利用主義」 

に代わる「価値観＝理念」はなんでしょうか？ 

 

★それが、「理念経営道」であると、提言しているのです。 

  

【私の史観と考働理念と愛の実戦】 

＊82 年にわたる人生経験と、 

50 年間の「中小企業経営支援」の経国済民の現場での知見と経験知を持って 

お話しているのですが、 

この世的に、「経済的成功例・命がけの人生経験」がない中で、 

人々に対する説得力や感化力がないのを承知したうえで書いているのです。 

 

＊遠くは、皇紀 2700 年前の天皇家の正当な継承問題で争いを避けた 

長男天皇の「神武天皇」への「国譲り」の出来事ですが、 

伊勢系が主流の神道の中では、ほとんどの人は認識してないのです。（飼われているのです） 
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しかし、その存在理念は「聖徳太子」や「弘法大師」、さらに「渋沢栄一翁」をとおして、 

脈々と継承され、私に注いでいると自覚しており、 

多くの貴人の支援を受けながら在家の精神で考働しているのですが、 

これからも地道に続けてまいります。 

 

★その考働基準は. 

・GD 4 つのテーゼが、「宇宙の真理」の真実なのです、 

GD とはグランデザイナー（創造神）のことです。 

（1）個性尊重の原則・・・・宇宙の大原則・多様な生き方を尊重する 

（2）共生の原則・・・・・・すべての生命はワンネスと認識する 

（3）平和の原則・・・・・・どんな対立でも滅ぼすまでは争わない 

（4）自立不干渉の原則・・・・個人・国家とも自分の価値観で人を裁いてはならない 

 

＊どのような、言霊にするか試行錯誤と方々のアドバイスにより「集約」した現在時点の言霊であります。 

  

・企業経営も国家の運営もそして地球規模の課題も、 

個人の人生計画の展開もこの 4 つのテーゼ（宇宙の真理）の制約を受けているのです。 

丁度、西遊記の孫悟空が、お釈迦様の手の掌から逃げられないように・・・・・ 

 

＊この認識は、私の魂の基本的な認識であり人格・霊格を形成しており、 

全ての事象・人物の価値を判断する「ゲージ」としての理念となったのです。 

そうした視座で観察しますと、 

今までの「思想家・宗教家・哲学者・経済学者・政治家・ジャーナリスト等」は、 

その時代では有用であり先進的であったとしても、一定の役割をおえて陳腐化していくのを観じています。 
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世の価値観・考働を導く人たちの認識力と考働力が、 

時代遅れになっていると知るのです。（深く観じてます） 

この時代認識が、私を突き動かしているのであります。やらねばいけないと・・・・・ 

 

＊今までの生き方と決別して新しい生き方をしないと、 

肉体（何世代もこの地球で生きるつもりです）も、魂も持続できなくなると認識しており、 

300 年はおろか 2000 年をも視野に入れて 

いかに生きるかを思考している自分がいるのを見つめるのです。 

 

 

■■理念経営道の定義■■■■■・・・本文・・・ 

【理念経営道】命名の由来 

 ＊世に一芸に秀でて、人格を高め、「世のため・人のため・地域のため」に尽くした人々が 

どんなことで一流になったかを示す言葉として、 

日本では「道」という言葉がもちいられております。 

 

例えば「武士道」「柔道」「合気道」「空手道」「弓道」「剣道」「書道」「茶道」「陰陽道」「修験道」等々・・・ 

そして「神道」。 

 

それらの「道」を名乗ると、 

その方が永い「修行」積んでその頂に立っているのがブランドと認識されて、 

尊敬を受けて輝いているのです。 

 

★そうした、念い＝理念にもとづいて「命名」しました。 

そして、何よりも大事なことは 

「共感者」＝経営者・経営支援家の方にこの活動に参画していただくことです。 
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なので、以下の企画をすすめる予定です。 

 

  １）「理念経営士」を商標登録しました。（理念経営道はしない予定です） 

 

２）「理念経営道」を現場で「臨床医・国境なき医師団」のように、患者に寄り添って伴走できる 

「自助力」を備える人財（経営者・経営支援家）を輩出し続けるために 

「道場＝学習・訓練の場」を創設いたします。 

 

「理念経営士・育成講座」（仮称）を、ZOOM およびライブで学習します。 

 ＊経営者は、「基礎理論」と「人格形成」を学び、「経営技法」は自社で実戦できるレベルを体得。 

 

 ＊経営支援家は、「基礎理論」と「伴走者としての人格形成」をした上で「経営技法」については 

  徹底的に体得して、経営者を伴走でき「聴聞」できる能力を身に付けます。 

 

  得意業種から始まって、伴走できる業種や問題解決力を拡大してまいります。 

  ・そうした、インターンとしての OJT を積みかさねて 

「プロジェクト・リーダー（PJT）」として、 

組織体を動かせる能力を体得してまいります。 

 

多様性が求められ、AI も含め進化を加速しますので 

「チーム」運営のノウハウを具備します。 

 

 

  ３）ZOOM およびライブで、企画説明会を予定しておりますので、ご案内させていただきます。 
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【理念経営道の存在理念】 

★この理念経営道の理念は、「大宇宙の真理」に倣いながら、 

地球において肉体を持って生きる世界（小宇宙）の考働理念であり、 

大宇宙に普遍的にできる一般原理ではないことを心得ておいてください。 

（宇宙の真理は、簡単には言葉で表すことはできないのです） 

 

１）GD4 つのテーゼを考働理念として、この世に「ミロクの世」を実現する 

   ＊企業経営や組織体を動かす原点なので、しっかりと体得する。 

 

２）「経済活動と精神活動」のベクトルを大調和させて「ミロクの世」実現の運動を後世に継承していく 

   ＊こうした理念を明確に掲げた人は過去のどの時代にも、いなかったと認識しています。 

 

    聖徳太子・渋沢栄一翁はこうした理念であったと観じてはいますが、 

今の時代の人々に理解していただくには理解できるよう工夫しなければと観じています。 

特にインターネットの進化や過去の事実の新たなる発掘により、 

自然界の生態や宇宙の進化の知見は 

ひと昔前の学者以上に一般人・小学生も常識としての知見を持っている時代になっているのです。 

 

そのカギは「情報」の「質と量・スピード」なのです。 

 

・そうした、知見のレベルアップは「精神活動」にも及んでいるのであり MZ 世代にも指針を与える 

ことが、社会的責任にもなっていると観じております。 

  

★更に、経済活動をすすめるにあたり、次の事を心がけます。 

    ⑴ 地球環境を破壊しない＝大地・水・空気・あらゆる生物・・・SDGｓを考慮する 

    ⑵ 他の人々の生活・存在を破壊せず護る 
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３）理念経営道は、「魂」の修行と共に、肉体を持続させるために「経済活動＝ビジネス」とバランスさせ 

  この世においても「ミロクの世＝GD４つのテーゼの実戦」への考働を心がけます。 

 

  ・どんな偉大な「先人」たちも、その時代における役割を果たしているのであり、 

「絶対善」とはなりえないのですから、 

偉人の言葉や考働を鵜呑みにしてまねるのではなく、 

なぜ「そう判断したのか？」 

「その選択は、のちの時代にどんな影響を与えたか？＝4 つのテーゼに貢献したか？」 

を検証してみることをおすすめいたします。 

それが、魂の進化を「うながす」のです。＊GD も進化の途中なのですから・・・ 

 

 

４）なにげない、普通の生活の中で「理念経営道」を実戦して「魂」を鍛える 

  ・その実戦の場が、私のお勧めは 

１） LittleBiz 企業・中小企業の経営者の経験を積むことです 

・全ての結果を「自己責任」として対応することが求められるからです。 

・そのためには、価値観のちがう多くの人々の協力が必要・・・4 つのテーゼ・第 1 テーゼ 

・生かされているの認識・・・・・・・・・・・・・・・・・・４つのテーゼ・第 2 テーゼ 

 

＊もう一つの選択肢として「経営支援家」がありますが、 

支援先の経営者と理念が共有できないと（伴走する）お互いが幸せになり、 

成功することはないでしょう。 

  

２） そうして積み上げられた「知見」と「経験知」は貴重な情報として、 

今後の「理念経営道」の「糧」として役立つと確信しております。 
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どんな経験もムダになることはないのですから・・・・ 

 

 

【まとめと決意】 

 全ての考働基準は「愛」で、GD の愛の進化に役だつことで自らの「愛」も成就するのです 

 「理念経営道」を全身全霊をかけ、同朋者と共々に推進してまいります。 

＊宇宙の真理の「愛」は、循環して巡り廻る“しくみ”になっているので、自分に留めれば 

「愛」は停滞して「愛」ではなくなるのです。 

 

◆「経営理念道」につきましては、24 年秋に Amazon 電子版で出すつもりですので、ご期待ください。 

 

 

◆皆、様の「健康と清豊」を心より祈念申し上げます。 

「自分らしく生きる」ことが、幸せの原点ですので、お互い「自分の生き方」を遂行しましょう！  

 

 ２０２４年１月吉日 

 Captain 平本 

 

                      

◆次号：633 号以降の掲載予定・・・・通常の配信になります。 

１）2024/1/12(金) 経営者列伝 岡本 毅 2    怒涛の警察官僚時代 

２）2024/1/19(金) 経営者列伝 岡本 毅 3    岡本硝子・三代目社長の紆余曲折 

３）２024/1/26(金) 経営者列伝 岡本 毅 4    岡本硝子に打ち付ける逆風 

４）2024/2/０2(金) 経営者列伝 岡本 毅 5    ガラスの時代に向けて 

＊ご期待くださいませ。「勇気と希望」読取理考働指針に織込まれることと祈念します。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～                
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■参考図書■Amazon 電子書籍 

合本主義「義利合一」の時代がきている 

https://www.amazon.co.jp/dp/B0CB9M6D2T 

＊著者：(株)I＆C・HosBiz センター 

         Captain 平本 靖夫 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

本記事に対するご質問やご感想は下記アドレスまでお願いいたします。 

heart_gaia_gi@hosbiz.net 

 

～～～～～～～～～～～～～ 次回予告 ～～～～～～～～～～～～ 

皆様のコメントを励みにして、航海を続けていきますので、重ねてご支援ご鞭撻を 

よろしくお願いします。 

 

◆次号 第 633 号 ２4・0１・12（金）は、 

■中小企業経営者列伝、第 10 弾。5 回シリーズ 

 

社長史名将の軌跡  

世界シェアトップを誇る岡本硝子㈱の挑戦 

岡本硝子株式会社  

第三代代表取締役社長 岡本毅氏 

 

◆第２回 怒涛の警察官僚時代 

 

を、お送りいたします。  
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なお内容は予告なく変更する時がありますので、ご承知ください。 

 

■LittleBiz 企業・中小企業で働く人々や、経営者が幸せでなければ、 

 私たちは「世のため・人のため」になれない。 

 とクルー一同尽力しております。 

■平本靖夫、50 年の経営支援家人生の集大成 第 1 弾！ 

『合本主義「義利合一」の時代がきている』 

Amazon kindle にて発売中！！ ２０００円 

https://www.amazon.co.jp/dp/B0CB9M6D2T 

  

 

最後までお読みいただき感謝いたします。本当にありがとうございます。 

では、また次号で元気にお会いしましょう！ 

 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

◆発信日・・・・・毎週・金曜日 

◆発行責任者・・・・・Captain 平本靖夫 

◆編集長・・・・・・・岩下一智・（株）I&C・HosBiz センター 執行役員  

      マーケット・クリエーター(MRC)・・・CST 開発推進責任者 

プロフィール 

https://rinenkeieishi.net/corporate/index.htmlinoue 

Facebook 

https://www.facebook.com/yasuo.hiramoto) 

ご愛読ありがとうございます       
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著者：(株)I＆C・HosBiz センター 

    Captain 平本靖夫 

プロフィールは 

http://rinenkeieishi.net/corporate/index.htmlhiramoto 

 

◆はやぶさ・に関するお問い合わせ・質問は 

メールアドレス：kazu_zohan@hosbiz.net 

発行責任者：Captain 平本靖夫、  

編集長：岩下一智 MRC 


